


























Ⅱ・Ⅲ（必修 1 単位（※ 1）選択 5 単位計 6 単







































て必修 90 分× 15 回、選択Ⅰ 90 分× 45 回、である。


























































































































































































































































































































































　 学 生 4 人 を １ グ ル ー プ と し、135cm ×
178cm の机にビニールシートを敷いて使用。
全４グループで行った。粘土は信楽土、道具は
ボウル、バット、木槌、ゴムハンマー、ふるい、
ネンドベラ。
①事前に土粘土を細かくちぎって天日干しし、
完全に乾燥させた小さい塊や粉を各グループに
約 5kg ずつ配り、匂いやそのカチカチの感触
を確かめさせる。それと同時に、グラウンドや
公園、畑などの普段触れる土との違いや共通点
などをディスカッションさせる。目の前にある
土が特別なものではない一見普通のものである
ということを確認させる。
②木槌やゴムハンマーを使用し、乾燥した土の
塊を叩いて砕き、ふるいにかける。
図 1. 乾燥した土の塊を叩いて砕く
図 2. 砕いた土をふるいにかける
　あらかじめ小さい破片の状態にしておいたた
め、あまり力を加えなくてもすぐ粉々になる。
中には大きな塊もあり、強く叩かないと砕けな
いものもあるため、破片が飛び散らないように
する準備が必要であった。ふるいにかけること
によりさらさらの砂のような質感を確認するこ
とができる。ふるいの網の荒さを変えることに
より、粉状のものや粒状のものが出来上がる。
先ほどまでカチカチの塊だったものが少しの操
作で見た目と質感がガラリと変わることを体験
させることが目的である。
③ふるいにかけた粉状、粒状のものをボウルや
バットに入れ、そこに少しずつ水を加えながら
土の表情の変化を体験する。4 人のグループの
中でそれぞれ意図的に加える水の量を変え、練
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らせていく。このときはまだ何を作るかという
テーマを与えず、素材そのものの質感や重量感
を体感するという活動に重点をおく。水を多く
含ませた学生はあっという間にドロ状の粘土に
なり、泥んこ遊びをしているような様子をみせ、
水を少しずつ加えた学生は粉が粒になり、少し
ずつ粘りがでていくことに新鮮さを感じていた。
逆に、あまりふるいにかけていない粒状の土に
水を加えてもなかなか粘性が出ず、力を入れて
つぶすように練っていた。そして、それぞれが
思い思いに練っていく過程の中で「ちょうど良
い柔らかさ（耳たぶぐらい）」を発見し、作品
制作に繋げていく。
4. 造形活動
　乾燥した土の塊→粉→粘土のようにひとつの
素材が少し手を加えることでいろんな質感に変
化して行く体験をすることができる土粘土は、
加える水加減により様々な触感を得ることがで
きる。みずみずしいツヤを感じることも、ツル
ツルにすることも、カサカサな表情を表現する
こともできる。教育現場では紙粘土や小麦粉粘
土の場合、着色することが可能であることか
ら「色を塗れば良い」と、表面の質感を省略す
る傾向がある。しかし土粘土の場合は着色がで
きないため、作りたいものの表面的な質感を表
現することへの工夫を求めることが可能である。
今回学生に「好きな食べ物」をテーマに作品制
作をさせた。
図 3. ふるいにかけて粉状、粒状になった土
図 4.5. 水を加えて粘土にしていく
図 6. 丸めてドーナツを作る
図 7. 薄く伸ばしてヘラで細く切る
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5. 結果、考察
　「～を作りたい」という思いを表現するため
に、丸めたり、叩いて伸ばしたりヘラを使って
切ったりなど、触感による大きさ、厚さなどの
変化や粘土どうしをくっつけるための工夫など、
様々な塑像表現の仕方を体験することができた。
また、作りたいものにより水加減を変えた粘土
を組み合わせることによって質感の違いを表現
することもでき、作ったものに粉状の土をまぶ
してさらに質感を変化させる学生もいた。しだ
いにいろんなグループから「おいしそう」「リ
アルに作れているね」などという声が上がり、
着色せずとも質感の工夫により思い通りの形を
作ることができている学生の作品を鑑賞しあい、
自分の作品に取り入れる風景もみられた。同じ
粘土という素材であっても、粉から作らせるこ
とによって知った触感、質感の違いを生かす工
夫がみられた。水加減がなかなかうまくいかな
い学生は最後まで手のべとつきを気にして思い
通りの作品にならなかった場合もあった。平面
領域での制作において普段消極的な学生が粘土
制作ではのびのびと楽しく表現することができ
ていた。
　初めから使いやすく柔らかい状態の粘土では
なく、いろんな表情を持つ土という素材を目で
見て、触れさせることから授業を始めたのだが、
個々の感想シートには「粉から粘土を作るまで
の過程は大変であったが、その分作品が出来た
ときの達成感が大きかった」「水の分量を調整
するのが難しかったが、それによって出来上が
る粘土の質感が様々になる」「石のように硬い
塊からさらさらの粉になって、それが粘土に変
化していく感動を子どもにあじわってもらいた
い」などの意見があった。
おわりに
　本稿は将来保育現場で指導する立場になる学
生を対象とした粘土造形活動のひとつの考察で
ある。子どもにとって新しい遊びとの出会い、
新しい道具や新しい素材との出会いはかけがえ
のない瞬間である。その感動を伝えるためには
指導する側がそのものについての勉強や体験を
図 8.9.10.11. 完成作品
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するべきであり、今回その体験をすることによ
り保育現場で子どもに伝えることができるきっ
かけになったと考えている。子どもたちが自ら
によってその素材に手を加え、変化していく様
子を目と手、また体全体で体感し、表現活動を
通して自分の作りたい形に近づくような手助け
をする指導者になることができるような授業を
今後も進めていきたい。（中島）
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